
國學院大學学術情報リポジトリ

律集解の構成と唐律疏議の原文について(三)完

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-06

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 小林, 宏, 高塩, 博

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00001066URL



24

律
集
解
の
構
成
と
唐
律
疏
議
の
原
文
に
つ
い
て
㊧
完

　
目
　
　
次

　
　
は
し
が
き

一
　
律
集
解
の
構
成

1
　
政
事
要
略
と
律
集
解

2
　
律
集
解
と
律
疏

3
　
律
集
解
と
律
附
澤

4
　
律
疏
と
律
附
繹
（
以
上
第
二
二
巻
第
四
號
）

二
　
唐
律
疏
議
の
原
文

1
　
日
本
律
と
目
本
令

　
2
　
律
集
解
等
所
引
の
律
疏
と
唐
律
疏
議

　
3
　
律
集
解
所
引
の
律
疏
と
名
例
律
篇
目
疏
議

　
4
　
名
例
律
篇
目
疏
議
の
原
型
に
關
す
る
假
論
（
以
上
第
一
四
巻
第
三
號
）

三
　
唐
永
徽
律
疏
逸
文
校
訂
（
以
下
本
號
）

　
　
あ
と
が
き

律
集
解
の
構
成
と
唐
律
疏
議
の
原
文
に
つ
い
て
㊧
完

律
集
解
の
構
成
と
唐
律
疏
議
の
原
文
に
つ
い
て
㊧
完

律
集
解
の
構
成
と
唐
律
疏
議
の
原
文
に
つ
い
て
㊧
完

小
　
　
林
　
　
宏

高
　
　
橋
　
　
博



三
　
唐
永
徽
律
疏
逸
文
校
訂

25　律集解の構成と唐律疏議の原文について日完

　
す
で
に
我
々
は
、
第
一
章
に
お
い
て
、
律
集
解
に
直
接
引
用
さ
れ
る
律
疏
は
、
唐
の
永
徽
律
疏
で
あ
る
こ
と
を
論
謹
し
、
そ
の
前
提
に

立
つ
て
、
第
；
章
に
お
い
て
、
律
集
解
等
所
引
の
律
疏
の
文
と
現
存
唐
律
疏
議
の
文
と
を
比
較
し
て
考
察
を
加
え
、
律
集
解
等
の
我
が
典

籍
に
引
用
さ
れ
る
唐
の
律
疏
は
、
唐
律
疏
議
の
原
文
の
研
究
に
は
、
極
め
て
重
要
な
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

　
そ
こ
で
唐
律
疏
議
の
原
文
、
更
に
は
永
徽
律
疏
の
原
文
の
研
究
に
廣
く
供
せ
ん
が
爲
に
、
我
が
典
籍
所
引
の
唐
の
律
疏
に
し
て
、
し
か

も
永
徽
律
疏
と
思
わ
れ
る
も
の
を
管
見
の
及
ぶ
限
り
蒐
集
し
て
校
訂
を
加
え
、
次
に
示
す
こ
と
』
し
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
資
料
の
大
部

分
は
、
す
で
に
和
田
英
松
博
士
の
『
國
書
逸
文
』
や
利
光
三
津
夫
博
士
の
『
律
の
研
究
』
等
に
お
い
て
、
校
訂
を
施
し
て
掲
げ
ら
れ
て
あ

り
、
又
、
本
稿
第
二
一
章
3
・
4
に
述
べ
た
唐
名
例
律
篇
目
疏
議
に
相
當
す
る
律
集
解
所
引
の
文
に
つ
い
て
も
、
國
史
大
系
『
律
』
所
牧
の

「
名
例
律
勘
物
」
に
や
は
り
校
訂
を
施
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
右
の
書
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
律
疏
の
文
が
永
徽
律
疏
で
あ

る
旨
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
律
集
解
の
文
と
必
ず
し
も
旺
別
さ
れ
て
い
な
い
。
叉
、
校
訂
の
方
法
も
、
我
々
の
そ
れ
と
は
必
ず
し
も

一
致
し
な
い
。
從
つ
て
、
こ
』
に
我
が
典
籍
に
見
え
る
永
徽
律
疏
逸
文
と
し
て
、
改
め
て
そ
れ
ら
を
一
括
し
て
掲
げ
て
お
く
こ
と
は
、
決

し
て
意
味
の
な
い
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
る
。
た
父
律
附
繹
等
の
引
く
唐
の
律
疏
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
十
分
研
究
に
値
す
る
も
の
で

あ
る
が
（
本
稿
第
一
章
4
『
國
學
院
法
學
』
第
一
三
巻
第
四
號
一
一
八
頁
滲
照
）
、
今
回
は
掲
載
す
る
こ
と
を
一
鷹
差
し
控
え
た
。

　
　
　
凡
　
　
例

一
、
我
が
典
籍
所
引
の
唐
（
永
徽
）
律
疏
に
は
、
諸
書
に
よ
り
若
干
文
字
に
出
入
が
あ
る
が
、
現
存
の
唐
律
疏
議
を
参
看
し
つ
』
、
こ
れ
を

永
徽
律
疏
の
原
形
に
近
い
と
思
わ
れ
る
も
の
に
復
原
し
て
示
し
た
。
し
か
し
、
我
が
典
籍
が
唐
の
律
疏
を
引
用
す
る
場
合
に
も
誤
脱
や
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省
略
等
が
あ
る
か
ら
、
こ
』
に
示
し
た
文
を
以
つ
て
、
直
ち
に
永
徽
律
疏
の
原
文
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。

一
、
我
が
典
籍
所
引
の
唐
律
疏
の
用
字
に
誤
腕
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
場
合
に
は
、
唐
律
疏
議
の
用
字
、
も
し
く
は
意
を
以
つ
て
改
補
し
、

そ
の
左
に
傍
鮎
を
附
し
て
、
こ
れ
を
示
し
た
。

一
、
唐
律
疏
議
と
の
校
勘
は
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
省
略
し
た
。

一
、
参
考
資
料
（
そ
の
一
）
と
し
て
掲
げ
た
我
が
典
籍
所
引
の
唐
律
疏
は
、
永
徽
律
疏
の
可
能
性
を
有
す
る
文
で
あ
る
。
参
考
資
料
（
そ

の
二
）
と
し
て
掲
げ
た
文
は
、
大
寳
律
令
の
注
繹
書
た
る
古
答
が
、
自
己
の
注
繹
の
文
と
し
て
借
用
し
た
唐
律
疏
で
あ
り
、
こ
れ
ま
た

永
徽
律
疏
の
可
能
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
参
考
資
料
と
し
て
掲
げ
た
文
に
は
、
校
訂
を
施
し
て
い
な
い
。

一
、
引
用
せ
る
我
が
典
籍
の
テ
キ
ス
ト
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
政
事
要
略
は
、
塒
禰
國
史
大
系
に
捺
つ
た
が
、
諸
書
に
よ
つ
て
校
勘
さ
れ
た
字
句
は
す
べ
て
底
本
に
復
し
た
。

　
　
式
目
抄
は
、
内
閣
文
庫
藏
本
（
架
藏
番
號
特
一
－
七
）
に
接
つ
た
が
、
便
宜
上
、
績
史
籍
集
覧
本
を
も
つ
て
當
該
箇
所
を
示
し
た
。

　
　
法
曹
至
要
　
解
は
、
書
陵
部
藏
『
令
抄
』
（
架
藏
番
號
一
二
七
i
四
九
八
）
附
載
の
そ
れ
に
振
つ
た
が
、
便
宜
上
、
諏
史
籍
集
覧
本
を
も
つ
て
當
該
箇
所

　
を
示
し
た
。

　
　
名
例
律
裏
書
・
名
例
律
勘
物
は
、
そ
れ
ぞ
れ
内
閣
文
庫
所
藏
奮
紅
葉
山
文
庫
本
名
例
律
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
藏
田
中
光
顯
伯
蕾
藏
名
例
律
に
擦

　
り
、
便
宜
上
、
噺
禰
國
史
大
系
本
を
も
つ
て
當
該
箇
所
を
示
し
た
。

　
　
後
愚
昧
記
は
、
内
閣
文
庫
藏
本
（
架
藏
番
號
一
六
三
ー
一
五
〇
）
に
擦
つ
た
。

　
　
令
抄
は
、
書
陵
部
藏
本
（
架
藏
番
號
二
一
七
－
四
九
八
）
に
擦
つ
た
が
、
便
宜
上
、
群
書
類
從
本
を
も
つ
て
當
該
箇
所
を
示
し
た
。

　
　
令
集
解
は
、
騎
嗣
國
史
大
系
本
に
接
っ
た
。

一
、
校
勘
欄
の
略
號
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
國
政
事
要
略
、
國
式
目
抄
、
國
法
曹
至
要
紗
解
、
國
名
例
律
裏
書
、
圃
名
例
律
勘
物
、
團
後
愚
昧
記
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一
、
進
律
疏
表

輕
重
失
序
。
則
繋
之
以
存
亡
。
寛
猛
乖
方
。
則
階
之
以
得
喪
。

　
〔
典
擦
〕
　
政
事
要
略
巻
八
一
（
大
系
六
三
四
頁
）
「
律
疏
表
云
。
輕
重
失
序
。
則
繋
之
以
存
。
寛
猛
乖
方
。
則
階
之
以
得
喪
者
。
」

　
〔
備
考
〕
　
「
亡
」
は
、
政
事
要
略
こ
れ
を
欠
く
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
補
つ
た
。

　
二
、
名
例
律
　
篇
目
疏
議

昔
日
三
王
始
用
宍
刑
。
瀦
衣
難
嗣
。
皇
風
更
遠
。
僕
散
淳
離
。
傷
肌
犯
骨
。
（
上
代
有
五
種
宍
刑
。
依
孝
脛
云
。
則
墨
宮
割
膿
大
辟
是
。

量
尤
無
道
造
五
虐
之
刑
。
大
刑
用
兵
甲
。
次
刑
用
斧
銭
。
中
刑
用
刀
鋸
。
其
次
用
鐙
馨
。
薄
刑
用
鞭
朴
。
至
於
頴
碩
之
日
。
乃
有
刑
則
削

黙
三
刑
。
至
於
帝
発
之
日
。
易
黙
爲
墨
。
捨
刑
從
則
。
攣
劉
作
宮
。
改
斬
爲
辟
。
）
（
斬
刑
起
於
黄
帝
。
々
々
与
貴
尤
孚
天
下
。
量
尤
八
十

兄
弟
。
獣
身
人
語
。
不
可
征
得
。
黄
帝
夢
見
上
天
下
懸
女
兵
法
与
黄
帝
施
降
。
陣
於
阪
泉
。
斬
貴
尤
於
濠
鹿
之
野
。
）
（
當
此
時
。
乃
有
墨

刑
・
膿
刑
宮
刑
大
辟
。
是
於
其
時
。
爲
犯
賊
盗
者
。
其
刑
墨
。
部
殿
破
額
上
。
以
墨
渥
之
。
爲
賊
字
。
使
人
知
之
。
若
有
貧
嗜
飲
食
知
香

自

死
老
。
其
刑
則
。
々
者
去
鼻
也
。
若
爲
越
開
梁
喩
城
廓
者
。
其
刑
膿
。
々
者
破
左
脚
。
抽
去
臓
細
骨
。
若
有
男
女
不
以
礼
交
犯
新
者
。
其

刑
宮
割
。
男
女
去
勢
。
女
子
閑
置
深
宮
中
。
使
絶
淫
洪
之
道
。
有
不
順
君
命
致
人
者
。
其
刑
大
辟
。
印
是
今
斬
也
。
一
帝
舜
之
日
。
乃
有
五

種
象
刑
。
而
行
於
時
。
有
犯
墨
者
。
以
宅
巾
覆
頭
上
。
犯
則
者
。
以
潴
書
其
兇
襟
前
。
放
去
鼻
血
流
汗
衣
。
犯
膿
者
。
以
墨
書
脚
上
。
放

去
其
脚
。
犯
舞
者
。
男
女
異
腸
。
表
其
雑
乱
。
犯
大
辟
者
。
違
着
布
衣
。
無
領
縁
。
奔
置
市
中
。
与
衆
人
有
別
。
夏
萬
徳
微
。
還
用
宍

刑
。
其
條
三
千
。
股
湯
亦
用
肉
刑
。
科
條
与
夏
同
。
周
武
王
亦
用
肉
刑
。
墨
刑
五
百
。
則
刑
五
百
。
膿
刑
五
百
。
宮
刑
五
百
。
大
辟
五

百
。
惣
有
二
千
五
百
條
。
）

禽
書
大
傳
云
。
夏
刑
三
千
條
。
（
墨
罪
之
属
千
。
則
罪
之
属
千
。
膿
罪
之
属
五
百
。
宮
罪
之
属
三
百
。
大
辟
之
属
二
百
是
。
）
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周
礼
司
刑
掌
五
刑
。
其
属
二
千
五
百
。
穆
王
度
時
制
法
。
五
刑
之
属
三
千
。
（
周
肉
刑
惣
二
千
五
百
篠
。
而
此
文
穆
王
制
法
三
千
。
穆
王

威
王
難
同
周
世
人
。
彼
此
違
。
刑
属
之
数
亦
不
同
。
）

周
衰
刑
重
。
戦
國
異
制
。
魏
文
侯
師
於
理
哩
。
集
諸
國
刑
典
。
造
法
経
六
篇
。
一
盗
法
。
二
賊
法
。
三
囚
法
。
四
捕
法
。
五
雑
法
。
六
具

法
。
商
鞍
傳
。
改
法
爲
律
。
漢
相
薫
何
。
更
加
哩
所
造
戸
興
厩
三
篇
。
爲
九
章
之
律
。
魏
回
漢
律
爲
十
八
篇
。
改
漢
具
律
。
爲
刑
名
第

一
。
晋
命
質
充
等
。
増
損
漢
魏
律
爲
廿
篇
。
於
魏
刑
名
律
中
。
分
爲
法
例
律
。
宋
齊
梁
及
後
魏
。
国
而
不
改
。
愛
至
北
齊
。
併
刑
名
法
例

爲
名
例
。
後
周
復
爲
刑
名
。
晴
回
北
齊
。
更
爲
名
例
。
唐
目
於
晴
。
相
承
不
改
。
（
至
於
六
國
之
時
。
循
文
侯
師
李
浬
。
改
刑
書
爲
法
経

六
篇
。
一
賊
法
。
二
盗
法
。
三
囚
法
。
四
捕
法
。
五
雑
法
。
六
具
法
。
商
鞍
傳
受
。
改
法
経
爲
律
。
秦
乃
呑
併
六
國
。
以
禁
諸
侯
。
追
封

改
土
。
分
置
郡
縣
。
亦
用
文
侯
法
経
六
篇
。
更
不
脩
改
。
至
於
漢
目
。
高
祀
遣
薫
何
制
三
約
。
其
約
者
。
敏
人
者
死
。
傷
人
者
論
刑
。
盗

者
触
罪
。
薫
何
更
制
厩
興
戸
三
律
巻
。
併
入
法
脛
六
篇
。
謂
爲
九
章
。
尋
後
張
湯
趙
禺
制
作
極
多
。
九
百
六
篇
。
盈
於
軌
閣
。
莫
能
遍

覧
。
時
桓
寛
七
寸
朱
博
三
尺
。
撮
録
時
須
鷹
機
赴
用
。
從
魏
以
後
。
随
以
前
。
代
輕
代
重
。
史
筆
載
創
。
不
能
具
蓋
。
至
於
大
唐
麿
録
。

化
沿
二
儀
。
濟
育
蒼
生
。
澤
被
四
表
。
情
在
側
隠
。
念
輕
無
憲
。
故
詔
時
賢
。
刊
定
法
律
。
合
十
二
篇
。
以
爲
後
則
。
反
坐
降
死
。
好
生

之
道
盆
隆
。
流
罪
輕
役
。
字
民
之
・
更
重
。
所
以
王
者
。
統
理
群
生
。
減
和
品
物
。
上
観
玄
象
。
下
察
四
時
。
故
具
金
科
以
息
祀
。
脩
玉

條
以
示
　
禁
。
寛
猛
相
濟
。
乃
政
之
綱
紀
。
開
開
以
來
。
風
殊
俗
異
。
奔
代
相
回
。
煩
省
不
等
。
循
慮
蟻
舟
於
江
漢
。
嵯
頓
足
於
遠
途
。

故
平
是
非
於
万
古
。
語
得
失
於
百
王
。
義
有
奇
者
。
攣
通
開
合
。
律
條
無
者
。
比
附
決
之
。
故
明
一
理
而
百
義
開
。
撃
一
綱
而
万
目
囑
。

庶
使
鞠
獄
者
。
用
刑
無
濫
罰
之
失
。
犯
罪
者
。
甘
心
無
怨
魂
之
狂
。
循
以
古
今
異
制
。
略
序
五
刑
之
原
由
。
）

名
者
。
五
刑
之
罪
名
。
例
者
。
五
刑
之
豊
例
。
名
謂
爲
命
。
例
訓
爲
比
。
命
諸
篇
之
刑
名
。
比
諸
篇
之
法
例
。
但
名
回
罪
立
。
事
由
犯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●

生
。
命
名
部
刑
感
。
比
例
部
事
顯
。
故
以
名
例
爲
首
。

　
〔
典
擦
〕
　
名
例
律
勘
物
（
大
系
九
三
頁
）
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〔
備
考
〕
　
典
振
の
文
は
、
本
稿
第
二
章
3
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
一
〇
頁
以
下
）
に
掲
げ
た
の
で
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。
本
文
は
、
現
存

唐
律
疏
議
の
名
例
律
篇
目
疏
議
に
相
當
す
る
文
で
あ
る
。
括
弧
内
は
、
そ
れ
を
注
繹
せ
る
文
で
あ
り
、
現
存
唐
律
疏
議
に
は
見
え
な
い
律
疏
の
文
で
あ

る
。
詳
し
く
は
、
本
稿
第
二
章
3
・
4
（
前
掲
『
國
學
院
法
學
』
）
参
照
。
又
、
括
弧
内
の
文
の
中
、
「
斬
刑
起
於
黄
帝
」
よ
り
「
斬
蛋
尤
於
湯
鹿
之
野
」

に
至
る
ま
で
の
文
は
、
果
し
て
永
徽
律
疏
の
文
で
あ
る
か
ど
う
か
疑
い
が
あ
る
が
、
今
暫
ら
く
こ
x
に
掲
げ
た
。
次
に
、
「
宍
」
「
浬
」
「
其
刑
」
「
此
」

「
統
」
「
群
」
は
、
夫
々
原
文
「
完
」
「
渥
」
「
刑
其
」
「
似
」
「
蜘
」
「
郡
」
に
作
る
が
、
意
を
以
つ
て
改
め
た
。
「
撲
」
「
齊
」
「
髪
」
「
晴
」
「
例
」
は
、
夫
々

原
文
「
摸
」
「
齋
」
「
受
」
「
堕
」
「
則
」
に
作
る
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
改
め
た
。
「
法
」
「
律
」
「
爲
」
は
、
原
文
こ
れ
を
欠
く
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
補

つ
た
。
又
、
「
墨
刑
」
の
下
に
「
劉
刑
」
脱
か
。
「
之
」
の
下
に
も
脱
字
あ
る
か
。
な
お
、
本
資
料
の
校
勘
に
は
、
國
史
大
系
本
を
滲
照
し
た
。
本
資
料
に

關
し
て
は
、
近
く
公
刊
さ
れ
る
律
令
研
究
會
編
『
諄
註
日
本
律
令
』
首
巻
篇
に
、
「
律
集
解
巻
首
の
律
絡
敲
」
と
題
し
て
瀧
川
政
次
郎
博
士
に
よ
る
詳
細

な
課
註
が
爲
さ
れ
て
い
る
。

　
三
、
名
例
律
　
答
刑
五
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

答
者
撃
也
。
而
律
學
者
云
。
答
訓
爲
肚
。
言
人
有
小
憾
。
法
須
懲
誠
。
故
加
撞
撞
以
阯
之
。
漢
時
答
則
用
竹
。
今
時
則
用
楚
。
故
書
日
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

朴
作
教
刑
。
印
其
義
也
。
漢
文
帝
十
三
年
。
太
倉
令
淳
干
意
之
女
綻
榮
上
書
。
願
没
入
爲
官
碑
以
瞭
父
刑
。
帝
悲
其
一
意
。
途
改
肉
刑
。
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
9

黙
者
髭
鉗
。
爲
城
旦
春
。
當
副
者
答
三
百
。
此
部
答
杖
之
目
。
未
有
匠
分
。
答
撃
之
刑
。
刑
之
薄
者
也
。
随
時
洛
革
。
輕
重
不
同
。
倶
期

無
刑
。
義
唯
必
暦
。
孝
経
援
紳
契
目
。
聖
人
制
五
刑
。
以
法
五
行
。
礼
目
。
刑
者
側
也
。
一
成
不
可
攣
。
故
君
子
蓋
心
焉
。
孝
経
鈎
命
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
一
一
）

日
。
致
人
者
死
。
傷
人
者
刑
。
百
王
之
所
同
。
其
所
由
來
爾
突
。
從
答
十
至
五
十
。
其
数
有
五
。
故
目
答
刑
五
。
徒
杖
之
敷
亦
准
此
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
而
律
學
者
云
國
國
而
律
學
者
云
図
（
五
字
闘
）
　
2
億
國
億
國
潜
國
葱
　
3
故
國
故
國
徴
國
（
一
字
閾
）
　
4
時
則
用
國
時
則
用
國
時
用
國

　
（
三
字
闘
）
　
5
日
國
日
國
國
云
　
6
意
之
國
意
之
國
（
二
字
闘
）
　
7
途
國
途
國
途
以
　
8
者
國
者
國
（
一
字
闘
）
　
9
随
國
随
國
晴

　
〔
典
擦
〕
　
（
一
）
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
三
頁
）
「
疏
云
。
答
者
撃
也
。
筈
訓
爲
肚
。
言
人
有
小
憾
。
法
漬
懲
誠
。
徴
加
撞
燵
以
恥
之
。
漢
時
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用
竹
。
今
楚
。
故
書
日
。
朴
作
教
刑
。
部
其
義
也
。
答
撃
之
刑
。
刑
之
薄
者
也
。
随
時
沿
革
。
輕
重
不
同
。
倶
期
無
刑
。
義
唯
必
暦
。
孝
脛
援
神
契
目
。

　
聖
人
制
五
刑
。
以
法
五
行
。
礼
日
。
刑
者
側
也
。
一
成
不
可
攣
。
故
君
子
墨
心
焉
。
孝
纒
鉤
命
決
日
。
致
人
者
死
。
傷
人
者
刑
。
百
王
之
所
同
。
其
所
由

　
來
爾
臭
。
從
答
十
至
五
十
。
其
数
有
五
。
故
日
答
刑
五
。
徒
杖
之
数
亦
准
此
。
」
　
H
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
五
頁
）
「
疏
云
。
答
者
撃
也
。
而
律
學
者
云
。

　
答
訓
ソ
爲
肚
。
言
人
有
小
借
。
法
須
懲
誠
。
加
撞
燵
以
肚
之
。
漢
時
答
則
用
竹
。
今
時
用
楚
。
故
書
二
云
。
朴
作
教
刑
。
印
其
義
也
。
」
　
皿
法
曹
至
要
紗

　
解
（
史
集
二
二
頁
）
「
答
罪
唐
律
疏
云
。
答
者
撃
也
。
而
律
學
者
云
。
答
訓
爲
恥
。
言
人
有
小
葱
。
法
須
懲
誠
。
故
加
推
錘
以
恥
之
。
漢
時
答
則
用

　
竹
。
今
時
則
用
楚
。
故
書
云
。
朴
作
教
刑
。
帥
其
義
也
。
」

　
（
二
）
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
六
頁
）
「
蹟
銅
一
斤
。
…
…
漢
文
帝
十
三
年
。
大
倉
令
淳
干
女
綻
榮
上
書
。
願
浸
入
爲
官
脾
以
瞭
父
刑
。
帝
悲

　
其
意
。
途
改
宍
刑
。
當
黙
者
髭
鉗
。
爲
城
且
春
。
當
劉
者
三
百
。
」
　
豆
式
目
抄
坤
（
績
史
集
三
〇
頁
）
「
答
罪
。
漢
文
帝
十
三
年
。
太
倉
令
淳
干
意
之
女

　
綻
榮
上
書
メ
。
願
没
入
爲
官
脾
以
腰
父
刑
。
帝
悲
其
意
。
逐
以
改
肉
刑
。
當
黙
者
髭
鉗
。
爲
城
旦
春
。
當
劉
者
三
百
。
」

　
（
三
）
　
1
式
目
抄
坤
（
績
史
集
三
〇
頁
）
「
此
印
答
杖
之
目
。
未
有
匿
分
。
答
撃
之
刑
ハ
々
ノ
薄
也
。
晴
ノ
時
沿
革
。
輕
重
不
同
。
倶
期
無
刑
。
義
唯
必

　
暦
。
」
　
H
（
一
）
1
に
同
じ
。

　
〔
備
考
〕
「
而
律
學
者
云
。
答
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
四
頁
）
参
照
。
「
答
」
は
、
政
事
要
略
、
式
目
抄

　
こ
れ
を
欠
く
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
補
つ
た
。
「
孝
経
鈎
命
決
日
」
の
下
に
唐
律
疏
議
で
は
、
「
刑
者
側
也
。
質
罪
示
終
。
然
」
の
九
字
が
あ
る
。

　
四
、
名
例
律
　
杖
刑
五
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

説
文
云
。
杖
者
持
也
。
持
而
可
以
撃
人
者
欺
。
家
語
日
。
舜
之
事
父
。
小
杖
則
受
。
大
杖
則
走
。
是
也
。
國
語
日
。
薄
刑
用
鞭
朴
。
書

　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
。
鞭
作
官
刑
。
馬
融
日
。
爲
辮
治
官
事
之
刑
也
。
猶
今
之
杖
刑
也
。
又
貴
尤
作
五
虐
之
刑
。
亦
用
鞭
朴
。
源
其
濫
膓
。
所
從
來
遠
臭
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

漢
景
帝
以
答
者
已
死
而
苔
未
畢
。
改
三
百
日
二
百
。
日
一
百
。
突
代
洛
流
。
曾
微
増
損
。
髪
泊
階
室
。
以
杖
易
鞭
。
今
律
云
。
累
決
杖
答

　
　
　
　
　
　
　
　
　
18

者
。
不
得
過
二
百
。
蓋
循
漢
制
也
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
云
國
云
國
（
一
字
閾
）
　
2
持
國
持
國
（
一
字
閾
）
　
3
日
國
日
國
云
　
4
也
國
也
國
（
一
字
閾
）
　
5
日
國
目
國
云
　
6
日
國
圏
日
國
云
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7
作
國
國
作
國
爲
　
8
辮
國
辮
國
（
一
字
閾
）
　
9
之
國
之
國
爲
　
1
0
也
國
也
國
（
一
字
閾
）
　
n
也
國
國
也
國
者
也
　
1
2
從
國
從
國
（
一
字
閾
）
　
1
3
臭

　
國
臭
國
也
　
1
4
已
國
已
國
之
　
1
5
日
一
百
國
日
一
百
國
日
一
百
目
　
1
6
流
國
流
國
代
　
1
7
微
國
微
國
徴
　
1
8
蓋
國
蓋
國
（
一
字
閾
）

　
〔
典
擦
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
四
頁
）
「
説
文
。
杖
者
持
也
。
而
可
以
撃
人
者
歎
。
家
語
日
。
舜
之
事
父
。
小
杖
則
受
。
大
杖
則
走
是
。
國

　
語
日
。
薄
刑
用
鞭
朴
。
書
日
。
鞭
爲
官
刑
。
馬
融
日
。
爲
　
治
官
事
爲
刑
也
。
猫
今
之
杖
刑
也
。
又
貴
尤
作
五
虐
之
刑
。
亦
用
鞭
朴
。
源
其
濫
膓
所
來
遠

　
臭
。
漢
景
帝
以
答
者
之
死
而
答
未
畢
。
改
三
百
日
二
百
。
日
一
百
目
。
突
代
沿
流
。
曾
微
増
損
。
髪
泊
晴
室
以
杖
易
鞭
。
今
律
云
。
累
決
杖
答
者
。
不
得

　
過
二
百
。
蓋
循
漢
制
也
。
」
　
H
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
六
頁
）
「
杖
罪
五
献
就
配
時
。
八
＋
。
説
文
云
。
杖
者
持
也
。
持
而
可
以
撃
人
者
致
。
」
　
皿
式
目
抄
坤

　
（
績
史
集
二
九
頁
）
「
杖
罪
。
家
語
云
。
舜
之
事
父
。
小
杖
ニ
ハ
則
受
。
大
杖
ニ
ハ
則
走
。
是
也
。
國
語
云
。
薄
刑
用
鞭
朴
。
書
云
。
鞭
作
官
刑
。
馬
融
日
。

　
爲
治
官
事
之
刑
。
猫
今
之
杖
刑
也
。
又
蚤
尤
作
五
虐
之
刑
。
亦
用
鞭
朴
。
源
其
濫
膓
。
所
從
來
遠
也
。
漢
景
帝
以
答
者
已
死
而
答
未
畢
。
改
三
百
日
二

　
百
。
日
一
百
。
突
代
沿
代
。
曾
徴
増
損
。
髪
泊
晴
室
二
。
以
杖
易
鞭
。
今
律
云
。
累
決
杖
答
者
不
得
過
二
百
。
循
漢
制
也
。
」
　
W
法
曹
至
要
　
解
（
史
集

　
一
一
二
頁
）
「
杖
罪
　
書
日
。
鞭
作
官
刑
。
猫
今
之
杖
刑
者
也
。
袋
泊
晴
室
。
以
杖
易
鞭
。
」

　
〔
備
考
〕
「
馬
融
日
。
爲
辮
治
官
事
之
刑
也
。
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
七
頁
以
下
）
参
照
。

　
五
、
名
例
律
　
徒
刑
五
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

徒
者
奴
也
。
蓋
奴
辱
之
。
周
礼
日
。
其
奴
男
子
入
干
皐
隷
。
又
任
之
以
事
。
眞
以
園
土
而
牧
教
之
。
上
罪
三
年
而
捨
。
中
罪
二
年
而
捨
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
レ

下
罪
一
年
而
捨
。
此
並
徒
刑
也
。
蓋
始
於
周
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
皐
國
皐
國
罪
　
2
園
國
園
國
圓
　
3
此
國
此
國
（
一
字
闘
）
　
4
並
國
並
國
□

　
〔
典
接
〕
　
（
一
）
　
法
曹
至
要
　
解
（
史
集
一
一
二
頁
）
「
徒
罪
　
唐
律
疏
云
。
徒
者
奴
也
。
蓋
奴
辱
之
。
蓋
始
於
周
。
」

　
（
二
）
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
四
頁
）
「
周
礼
日
。
其
奴
男
子
入
子
畢
隷
。
又
任
之
以
事
。
實
以
圓
土
而
牧
教
之
。
上
罪
三
年
而
捨
。
中
罪
二

　
年
而
捨
。
下
罪
一
年
而
捨
。
此
　
徒
刑
也
。
蓋
始
於
周
。
」
　
H
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
六
頁
）
「
徒
罪
五
一
轟
奪
癖
験
二
年
。
周
礼
日
。
其
奴
男
子
入
子
罪

　
隷
。
又
任
之
以
事
。
買
以
園
土
而
牧
教
之
。
上
罪
三
年
而
捨
。
中
罪
二
年
而
捨
。
下
罪
一
年
而
捨
。
並
徒
刑
也
。
」
　
皿
（
一
）
に
同
じ
。



　
六
、
名
例
律
　
流
刑
三
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
日
。
流
宥
五
刑
。
馬
融
日
。
流
放
也
。
宥
寛
也
。
一
日
幼
少
。
二
日
老
茗
。
三
日
意
愚
。
謂
不
忽
刑
致
。
宥
之
子
遠
也
。
又
日
。
五
流

　
　
　
　
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ

有
宅
。
五
宅
三
居
。
大
罪
投
之
四
畜
。
或
流
子
海
外
。
次
九
州
之
外
。
次
中
國
之
外
。
蓋
始
於
唐
虞
。
今
之
三
流
郎
其
義
也
。

　
〔
校
勘
〕
1
目
國
日
國
國
云
　
2
宥
寛
國
宥
寛
國
寛
宥
　
3
三
國
三
國
（
一
字
閾
）
　
4
刑
國
國
刑
國
形
　
5
五
宅
國
國
五
宅
國
（
二
字
闘
）
　
6
海
外
國

　
國
海
外
圏
海
之
外
　
7
虞
國
國
虞
國
（
一
字
閾
）

　
〔
典
擦
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
五
頁
）
「
書
日
。
流
宥
五
刑
。
馬
融
目
。
流
放
也
。
寛
宥
也
。
一
日
幼
少
。
二
日
老
老
。
三
日
意
愚
。
謂
。

　
不
忍
刑
致
。
宥
之
干
遠
也
。
又
日
。
五
流
有
宅
。
五
宅
三
居
。
大
罪
投
之
四
窩
。
或
流
干
海
外
。
次
九
州
之
外
。
次
中
國
之
外
。
蓋
始
於
唐
。
今
之
三

　
流
。
印
其
義
也
。
」
　
皿
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
六
頁
）
「
流
罪
三
磯
瀬
中
流
。
書
云
。
流
宥
五
刑
。
馬
融
日
。
流
ハ
放
也
。
宥
寛
也
。
一
日
幼
少
。
二
日
老

　
毫
。
日
意
愚
。
謂
不
忍
刑
殺
。
宥
之
干
遠
也
。
」
皿
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
九
頁
）
「
流
罪
ハ
書
、
一
日
。
五
流
有
宅
。
五
宅
三
居
。
大
罪
投
之
四
畜
。
或

　
流
干
海
外
。
次
ハ
九
州
之
外
。
次
ハ
中
國
之
外
。
蓋
始
於
唐
虞
。
今
之
三
流
即
其
義
也
。
」
　
W
法
曹
至
要
　
解
（
史
集
一
二
一
頁
）
「
流
罪
　
唐
律
疏
云
。

　
書
云
。
流
宥
五
刑
。
謂
不
忍
形
殺
。
宥
之
干
遠
也
。
又
日
。
五
流
有
宅
。
三
居
。
大
罪
投
之
四
畜
。
或
流
干
海
之
外
。
次
九
州
之
外
。
次
中
國
之
外
。
蓋

　
始
於
唐
虞
。
今
之
三
流
。
師
其
義
也
。
」

　
〔
備
考
〕
　
「
馬
融
日
。
流
放
也
。
宥
寛
也
。
一
日
幼
少
。
二
日
老
老
。
三
日
憲
愚
。
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三

　
號
七
頁
以
下
）
参
照
。

　
七
、
名
例
律
　
死
刑
二
條
（
そ
の
一
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
先
哲
王
。
則
天
垂
法
。
輔
政
助
化
。
禁
暴
防
舞
。
本
欲
生
之
。
義
期
於
止
殺
。
絞
斬
之
坐
。
刑
之
極
也
。
死
者
魂
氣
蹄
於
天
。
形
魂
蹄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク

於
地
。
与
万
化
冥
然
。
故
鄭
玄
注
礼
云
。
死
者
漸
也
。
清
墨
爲
漸
也
。
春
秋
元
命
苞
云
。
黄
帝
斬
量
尤
於
琢
鹿
之
野
。
礼
云
。
公
族
有
死

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

罪
。
馨
之
干
旬
人
。
故
知
斬
自
軒
韓
。
絞
興
周
代
。
二
者
法
陰
敷
也
。
陰
主
殺
罰
。
因
而
則
之
。
印
古
大
梓
之
刑
是
也
。

32



33律集解の構成と唐律疏議の原文について日完

〔
校
勘
〕
　
1
法
國
法
國
活
　
2
止
國
止
國
（
一
字
闘
）
　
3
化
國
化
國
物
　
4
冥
國
冥
國
宜
　
5
消
國
消
國
鋪
　
6
元
國
國
元
國
充
　
7
苞
國
國
苞
國
包

8
族
有
死
罪
馨
之
干
旬
人
故
知
斬
自
軒
較
國
族
有
死
罪
馨
之
干
旬
人
故
知
斬
自
軒
較
國
（
一
五
字
闘
）
　
9
代
圏
代
國
代
也

〔
典
接
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
五
頁
）
「
疏
云
。
古
先
哲
王
。
則
天
垂
浩
。
輔
政
助
化
。
禁
暴
防
粁
。
本
欲
生
之
。
義
期
於
致
。
絞
斬
之
坐
。

刑
之
極
也
。
死
者
魂
氣
蹄
於
天
。
形
魂
蹄
於
地
。
与
万
化
冥
然
。
故
鄭
玄
注
礼
云
。
死
者
漸
也
。
清
蓋
爲
漸
也
。
春
秋
元
命
苞
云
。
黄
帝
斬
蚤
尤
於
琢
鹿

之
野
。
礼
云
。
公
絞
興
周
代
也
。
」
　
∬
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
六
頁
）
「
死
罪
轍
糀
跣
云
。
古
先
哲
王
。
則
天
垂
法
。
輔
政
助
化
。
禁
暴
防
好
。
本
欲
生

之
。
義
期
於
止
殺
。
絞
斬
之
坐
。
刑
之
極
也
。
死
ハ
者
魂
氣
ハ
阪
於
天
。
形
魂
阪
於
地
。
与
万
物
宜
然
。
故
鄭
玄
注
礼
云
。
死
者
漸
也
。
錯
壷
爲
漸
也
。

二
者
法
陰
敷
也
。
陰
主
殺
罰
。
因
而
則
之
。
部
古
大
辟
之
刑
是
也
。
」
　
皿
式
目
抄
坤
（
績
史
集
二
八
頁
）
「
五
罪
始
自
何
代
。
春
秋
元
命
苞
云
。
黄
帝
斬

蚤
尤
於
琢
鹿
之
野
。
」
　
W
法
曹
至
要
　
解
（
史
集
一
二
二
頁
）
「
死
罪
　
唐
律
疏
云
。
春
秋
元
命
包
云
。
黄
帝
斬
貴
尤
於
琢
鹿
之
野
。
禮
云
。
公
族
有
死

罪
。
馨
之
干
旬
人
。
故
知
斬
自
軒
韓
。
絞
興
周
代
。
二
者
法
陰
敷
也
。
陰
主
殺
罰
。
因
而
則
之
。
印
古
大
辟
之
刑
是
也
。
」

　
八
、
名
例
律
死
刑
二
條
（
そ
の
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

書
目
。
金
作
蹟
刑
。
注
日
。
誤
而
入
罪
。
出
金
以
蹟
之
。
甫
侯
訓
夏
購
刑
。
墨
梓
疑
赦
。
其
罰
百
鐙
。
則
騨
疑
赦
。
其
罰
惟
倍
。
荊
辟
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら

赦
。
其
罰
倍
差
。
宮
辟
疑
赦
。
其
罰
六
百
鍍
。
大
辟
疑
赦
。
其
罰
千
鍍
。
注
日
。
六
爾
目
鍍
。
々
黄
鐵
也
。
晋
律
鷹
八
議
以
上
。
皆
留
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

牧
購
。
勿
髭
鉗
答
也
。
今
古
蹟
刑
。
輕
重
異
制
。
品
目
匿
別
。
備
有
章
程
。
不
假
勝
條
。
無
煩
縷
読
。
蓋
始
於
夏
也
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
日
國
國
日
國
云
　
2
罪
國
國
罪
國
刑
　
3
之
國
國
之
國
罪
　
4
罰
國
罰
國
罪
　
5
則
辟
疑
赦
其
罰
惟
倍
荊
辟
疑
赦
其
罰
倍
差
宮
辟
疑
赦
其
罰

　
六
百
鍍
國
則
辟
疑
赦
其
罰
惟
信
荊
辟
疑
赦
其
罰
倍
差
宮
辟
疑
赦
其
罰
六
百
鐙
國
（
二
五
字
闘
）
　
6
今
古
國
今
古
國
金
作
　
7
假
國
假
國
暇
　
8
條
國
條

　
國
言
　
9
夏
國
國
夏
國
唐
虞
　
10
也
國
圏
也
國
（
一
字
闘
）

　
〔
典
擦
〕
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
六
頁
）
「
蹟
銅
一
斤
　
書
日
。
金
作
蹟
刑
。
注
日
。
誤
而
入
罪
。
出
金
以
蹟
之
。
甫
侯
訓
夏
駿
刑
。
墨
辟

　
疑
赦
。
其
罪
百
媛
。
大
辟
疑
赦
。
其
罰
千
鍍
。
注
日
。
六
爾
日
鐙
。
々
黄
鐵
也
。
晋
律
鷹
八
議
以
上
。
皆
留
官
牧
蹟
。
勿
髭
鉗
答
也
。
金
作
瞭
刑
。
輕
重

　
異
制
。
品
目
厘
別
。
備
有
章
程
。
不
假
勝
條
。
元
煩
縷
説
。
蓋
始
於
夏
也
。
」
　
H
式
目
抄
坤
（
績
史
集
三
〇
頁
）
「
購
銅
事
。
法
家
今
用
石
欲
反
。
書
日
。
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金
作
腰
刑
。
注
二
日
。
誤
而
入
刑
。
出
金
以
腰
罪
。
甫
侯
訓
夏
ノ
蹟
刑
。
墨
辟
疑
赦
。
其
罰
百
鐙
。
則
辟
疑
赦
。
其
罰
惟
倍
。
荊
肘
足
目
ー
。
辟
疑
ヲ
ハ
赦
。

　
其
罰
倍
差
。
宮
辟
ノ
疑
赦
。
其
罰
六
百
鍍
。
大
辞
疑
赦
。
其
罰
千
鍍
。
注
日
。
六
爾
日
鍍
。
々
黄
鐵
也
。
晋
律
二
鷹
八
議
以
上
。
皆
留
官
牧
瞭
。
勿
髭
鉗

　
答
也
。
今
古
腰
刑
。
輕
重
異
制
。
品
目
匿
別
。
備
有
章
程
。
不
暇
勝
言
。
無
煩
鎮
読
。
蓋
始
於
夏
。
」
　
皿
法
曹
至
要
紗
解
（
史
集
二
二
頁
）
「
贈
銅

　
　
書
日
。
金
作
購
刑
。
注
云
。
誤
而
入
罪
。
出
金
以
贈
之
。
蓋
始
於
唐
虞
也
。
」

　
〔
備
考
〕
　
「
蓋
始
於
夏
也
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
五
頁
）
参
照
。

　
九
、
名
例
律
十
悪
條

漢
制
九
章
。
錐
並
浬
没
。
其
不
道
不
敬
之
目
見
存
。
源
夫
厭
初
。
蓋
起
諸
漢
。
案
梁
陳
已
往
。
略
有
其
條
。
周
齊
錐
具
十
條
之
名
。
而
元

十
恵
之
目
。
開
皇
創
制
。
始
備
此
科
。
酷
於
奮
典
。
敷
存
於
十
。
大
業
有
造
。
復
更
刊
除
。
十
條
之
内
。
唯
有
其
八
。
自
武
徳
以
來
。
仰

邉
開
皇
。
元
所
損
盆
。

　
〔
典
擦
〕
　
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
七
頁
）
「
疏
云
。
漢
制
九
章
。
雛
並
法
俗
。
其
不
道
不
駿
之
目
見
存
。
源
夫
厭
初
。
蓋
起
諸
漢
。
案
梁
陳
之
往
。

　
略
有
其
條
。
周
齊
錐
具
十
條
之
名
。
而
元
十
悪
之
目
。
開
皇
創
制
。
始
備
此
科
。
酷
於
奮
典
。
敷
存
於
十
。
大
業
有
造
。
復
更
列
除
。
十
條
之
内
。
唯
有

　
其
八
。
自
武
徳
以
來
。
勿
進
開
皇
。
元
所
損
盆
。
」

　
〔
備
考
〕
「
灌
没
」
「
敬
」
「
已
」
は
、
政
事
要
略
、
夫
々
「
法
俗
」
「
敷
」
「
之
」
に
作
る
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
改
め
た
。

　
十
、
名
例
律
　
十
悪
條
謀
反

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

公
羊
傳
云
。
君
親
無
將
。
々
必
諌
。
謂
將
有
逆
心
。
害
於
君
父
者
。
則
必
謙
之
。
左
傳
云
。
天
反
時
爲
突
。
人
反
徳
爲
飢
。
然
王
者
居
震

極
之
至
奪
。
奉
上
天
之
寳
命
。
同
二
儀
之
覆
載
。
作
兆
庶
之
父
母
。
爲
子
爲
臣
。
惟
忠
惟
孝
。
乃
敢
苞
藏
凶
懸
。
將
起
逆
心
。
規
反
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

常
。
惇
逆
人
理
。
故
日
謀
反
。
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〔
校
勘
〕
　
1
爲
國
爲
國
（
一
字
閾
）

　
〔
典
擦
〕
　
（
一
）
　
法
曹
至
要
紗
解
（
史
集
一
コ
ニ
頁
）
「
律
疏
云
。
人
君
者
。
與
天
地
合
徳
。
與
日
月
齊
明
。
上
砥
寳
命
。
下
臨
率
土
。
而
有
狡
竪
凶
徒
。

　
謀
危
國
家
。
始
興
狂
計
。
其
事
未
行
。
將
而
必
謙
。
即
同
眞
反
。
　
　
　
公
羊
傳
云
。
君
親
無
將
。
々
必
訣
。
謂
將
有
逆
心
。
害
於
君
父
者
。
則
必
謙

　
之
。
」

　
（
二
）
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
八
頁
）
「
疏
云
。
左
傳
云
。
天
反
時
爲
実
。
人
反
徳
乱
。
然
王
者
居
廣
極
之
奪
。
奉
上
天
之
寳
命
。
同
二
儀
之

　
覆
載
。
作
兆
庶
之
父
母
。
爲
子
爲
臣
。
惟
忠
惟
孝
。
乃
敢
苞
藏
凶
逗
。
將
起
逆
心
。
矩
反
天
常
。
悸
逆
人
理
。
故
日
謀
反
。
」
　
∬
名
例
律
裏
書
（
大
系
八

　
四
頁
）
「
謀
反
事
。
　
　
天
反
時
爲
実
。
人
反
徳
爲
乱
也
。
」

　
〔
備
考
〕
「
至
」
は
政
事
要
略
、
こ
れ
を
欠
き
、
「
懸
」
は
政
事
要
略
「
逗
」
に
作
る
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
改
め
補
つ
た
。

　
十
一
、
名
例
律
　
十
悪
條
謀
大
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）

此
條
之
人
。
干
紀
犯
順
。
違
道
悸
徳
。
逆
莫
大
焉
。
故
日
大
逆
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）

帝
王
葬
。
如
山
如
陵
。
故
云
山
陵
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
順
園
順
國
（
一
字
闘
）

　
〔
典
擦
〕
　
（
一
）
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
八
頁
）
「
疏
云
。
此
條
之
人
。
干
紀
犯
。
違
道
惇
徳
。
逆
莫
大
焉
。
故
日
大
逆
。
」
　
∬
名
例
律
裏
書

　
（
大
系
八
四
頁
）
「
謀
大
逆
事
。
　
　
疏
云
。
此
条
之
人
。
干
紀
犯
順
。
違
道
惇
徳
。
逆
莫
大
焉
。
故
目
大
逆
。
　
　
帝
王
葬
如
山
陵
。
故
云
。
」

　
（
二
）
　
（
一
）
∬
に
同
じ
。

　
〔
備
考
〕
　
「
如
」
「
山
陵
」
は
、
名
例
律
裏
書
こ
れ
を
欠
く
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
補
つ
た
。

　
十
二
、
名
例
律
　
十
悪
條
謀
叛
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叛
背
也
。
分
也
。

　
〔
典
俵
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
八
頁
）
「
疏
云
。
叛
背
也
。
分
也
。
」
　
H
名
例
律
裏
書
（
大
系
八
四
頁
）
「
謀
叛
事
。
　
　
跣
云
。
叛
背
也
。

　
分
也
。
」

　
〔
備
考
〕
　
「
叛
背
也
。
分
也
。
」
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
五
頁
以
下
）
滲
照
。

　
十
三
、
名
例
律
　
十
悪
條
悪
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ぴ

父
母
之
思
。
昊
天
岡
極
。
嗣
績
批
組
。
差
奉
不
輕
。
彙
境
其
心
。
愛
敬
同
蓋
。
五
服
至
親
。
自
相
屠
鐵
。
窮
悪
蓋
逆
。
絶
弄
人
理
。
故
日

悪
逆
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
服
園
服
國
（
一
字
閾
）
　
2
奔
園
奔
國
（
一
字
闘
）

　
〔
典
擦
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
四
八
頁
）
「
疏
云
。
父
母
之
愚
。
昊
天
岡
極
。
嗣
績
批
組
。
茉
奉
不
輕
。
臭
鏡
其
心
。
愛
敬
同
蓋
。
五
至
親
。

　
自
相
屠
教
。
窮
悪
墨
逆
。
絶
人
理
。
故
日
悪
逆
。
」
　
H
名
例
律
裏
書
（
大
系
八
五
頁
）
「
悪
逆
事
。
　
　
跣
云
。
父
母
之
恩
。
昊
天
岡
極
。
嗣
績
批
組
。

　
莱
奉
不
輕
。
桑
鏡
其
心
。
愛
敬
同
墨
。
五
服
至
親
。
自
相
屠
鐵
。
窮
悪
壼
逆
。
絶
奔
人
理
。
故
日
悪
逆
。
」

　
十
四
、
名
例
律
　
十
悪
條
大
不
敬

説
文
云
。
璽
印
也
。
古
者
尊
卑
共
之
。
秦
漢
以
來
。
天
子
日
璽
。
諸
侯
日
印
。

　
〔
典
接
〕
　
名
例
律
裏
書
（
大
系
八
六
頁
）
「
紳
璽
事
。
　
　
　
疏
云
。
説
文
云
。
璽
印
也
。
古
者
奪
卑
共
之
。
秦
漢
以
來
。
天
子
日
璽
。
諸
侯
日
印
。
」

　
〔
備
考
〕
　
唐
律
疏
議
に
は
、
「
共
之
」
の
下
に
「
左
傳
云
」
云
々
の
文
が
あ
る
が
、
名
例
律
裏
書
で
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
十
五
、
名
例
律
　
十
悪
條
不
義



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

謂
。
礼
之
所
尊
。
々
其
義
也
。
此
條
元
非
血
厨
。
本
止
以
義
相
從
。
背
義
乖
仁
。
故
日
不
義
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
義
園
義
國
義
也

　
〔
典
擦
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
五
四
頁
）
「
疏
云
。
謂
。
礼
之
所
奪
。
々
其
義
也
。
此
條
元
非
血
鵬
。
本
止
以
義
相
從
。
背
義
乖
仁
。
故
日
不

　
義
也
。
」
　
■
名
例
律
裏
書
（
大
系
八
六
頁
）
「
不
義
事
。
　
　
　
疏
云
。
謂
。
礼
之
所
奪
。
々
其
義
也
。
此
条
元
非
血
屡
。
本
止
以
義
相
從
。
背
義
乖
仁
。

　
故
日
不
義
。
」
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十
六
、
名
例
律
　
八
議
條
議
親

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
睦
九
族
。
外
叶
万
邦
。
布
雨
露
之
息
。
篤
親
々
之
理
。
故
日
議
親
。

　
〔
校
勘
〕
　
1
議
親
園
圃
議
親
國
（
二
字
闘
）

　
〔
典
擦
〕
　
1
政
事
要
略
巻
八
二
（
大
系
六
五
四
頁
）
「
疏
云
。
内
睦
九
族
。
外
叶
万
邦
。

　
系
八
七
頁
）
「
議
親
事
。
　
　
　
跣
云
。
謂
。
内
睦
九
族
。
外
叶
万
邦
。
布
雨
露
之
恩
。

　
「
集
睦
九
族
。
外
叶
万
邦
。
布
雨
露
之
恩
。
鳶
親
々
之
理
。
故
日
議
親
。
」

布
雨
露
之
恩
。

蕉
親
々
之
理
。

篤
親
々
之
理
。
故
日
。
」
　
H
名
例
律
裏
書
（
大

故
日
議
親
。
」
　
皿
名
例
律
勘
物
（
大
系
九
二
頁
）

　
十
七
、
衛
禁
律
　
闘
入
太
廟
門
條

太
者
大
也
。
廟
者
貞
也
。
言
皇
租
紳
主
在
中
。
故
名
太
廟
。

　
〔
典
擦
〕
後
愚
昧
記
　
鷹
安
四
年
五
月
十
九
目
條
「
唐
律
大
廟
條
疏
云
。
大
者
大
也
。
廟
者
貝
也
。
言
皇
租
紳
主
在
中
。

　
〔
備
考
〕
「
太
」
「
廟
」
は
、
後
愚
昧
記
、
夫
々
「
大
」
「
廟
」
に
作
る
が
、
唐
律
疏
議
に
よ
り
改
め
た
。

十
八
、
賊
盗
律
　
篇
目
疏
議

故
名
太
廟
。
」
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賊
盗
律
者
。
魏
文
侯
時
。
里
裡
首
制
怯
経
。
有
盗
法
賊
法
。
後
周
爲
劫
盗
律
。
復
有
賊
叛
律
。
晴
開
皇
合
爲
賊
盗
律
。

　
〔
典
振
〕
政
事
要
略
巻
八
一
（
大
系
六
二
八
頁
）
「
賊
盗
疏
云
。
賊
盗
律
者
。
魏
文
侯
時
。
里
怪
首
制
・
経
。
有
盗
法
賊
法
。
後
周
爲
劫
盗
律
。
復
有
賊

　
叛
律
。
晴
開
皇
合
爲
賊
盗
律
。
」

　
〔
備
考
〕
「
法
」
は
、
政
事
要
略
、
　
「
・
」
に
作
る
が
、
唐
律
疏
議
に
ょ
り
改
め
た
。
「
有
盗
法
賊
法
」
の
下
に
、
唐
律
疏
議
で
は
、
「
以
爲
法
之
篇
目
。

　
自
秦
漢
逮
至
後
魏
。
皆
名
賊
律
盗
律
。
北
齊
合
爲
賊
盗
律
。
」
な
る
文
が
あ
る
が
、
政
事
要
略
で
は
、
こ
れ
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
十
九
、
賊
盗
律
　
造
畜
盛
毒
條

盤
有
多
種
。
不
可
備
知
。
或
集
合
諸
轟
。
置
之
一
器
之
内
。
久
而
相
食
。
諸
轟
皆
悉
蓋
。
若
地
在
即
爲
地
盤
之
類
。
畜
。
謂
傳
畜
猫
鬼
之

類
。

　
〔
典
擦
〕
　
名
例
律
裏
書
（
大
系
八
五
頁
）
「
賊
盗
律
疏
云
。
盤
有
多
種
。
不
可
備
知
。
或
集
合
諸
盛
。
置
之
一
器
之
内
。
久
而
相
食
。
諸
盛
皆
悉
墨
。
若

　
地
在
部
爲
地
壷
之
類
。
畜
。
謂
傳
畜
猫
鬼
之
類
。
」

　
〔
備
考
〕
「
轟
」
は
、
名
例
律
裏
書
「
壷
」
に
作
る
が
、
今
暫
く
唐
律
疏
議
に
よ
り
改
め
た
。
「
壷
有
多
種
」
と
「
不
可
備
知
」
の
間
、
及
び
「
畜
。
謂
」

　
と
「
傳
畜
猫
鬼
之
類
」
の
問
に
は
、
唐
律
疏
議
を
滲
看
す
る
に
、
名
例
律
裏
書
に
或
い
は
省
略
文
あ
る
か
。

　
二
十
、
闘
訟
律
　
告
租
父
母
父
母
絞
條

父
爲
子
天
。
有
隠
元
犯
。

起
敬
起
孝
。
無
令
陥
罪
。

　
〔
典
嫉
〕
　
政
事
要
略
巻
八
四
（
大
系
六
九
四
頁
）
「
父
爲
子
天
。
有
隠
元
犯
。
騨
晰
滑
麩
醗
鷺
が
礁
蝋
喰
服
幅
　
起
敬
起
孝
。
無
令
陥
罪
。
囎
翫
胤
鮪
鯛
舗
唱
劉
轍
胴

　
辮
穐
歎
説
難
鰭
鵡
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



　
一
一
十
一
、

負
笈
從
師
。

奔
編
求
仕
。

　
〔
典
擦
〕

捕
亡
律
　
浮
浪
他
所
條

政
事
要
略
巻
九
五
（
大
系
七
〇
九
頁
）
「
疏
云
。
負
笈
從
師
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

骨
云
。
風
云
。
記
云
。
笈
十
二
略

所
負
書
箱
。
如
冠
箱
而
卑
o
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

講
求
仕
．
齢
藩
塔
難
囎
錨
羅
礪
．
備
」
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二
十
二
、
断
獄
律
　
立
春
後
不
決
死
刑
條

毎
月
一
日
。
八
日
。
十
四
日
。
十
五
日
。
十
八
日
。
廿
三
日
。
昔
四
目
。
廿
八
日
。
廿
九
日
。
舟
日
是
。

　
〔
典
擦
〕
政
事
要
略
巻
廿
五
（
大
系
八
八
頁
）
「
集
解
云
。
禁
致
日
。
璽
静
悔
糊
酢
覗
楓
畑
則
斗
姻
加
郎
斗
伍
朋
超
叫
八
日
。
」

　
〔
備
考
〕
「
毎
月
」
と
「
一
目
」
と
の
間
に
、
唐
律
疏
議
で
は
「
十
直
目
。
月
」
の
四
字
が
あ
る
。

参
考
資
料
（
そ
の
一
）

　
一
、
名
例
律
　
杖
刑
五
條

爲
准
杖
法
　
　
疏
議
日
。
漢
景
帝
以
答
者
已
死
而
答
未
畢
。
改
三
百
日
二
百
。
二
百
日
一
百
。
突
代
洛
流
。
曾
微
増
損
。
髪
泊
晴
室
。
以

杖
易
鞭
。
今
律
亦
累
決
答
杖
者
。
不
得
過
二
百
。
蓋
循
漢
制
也
。
愚
案
。
唐
律
及
本
朝
制
。
杖
罪
自
六
十
至
一
百
。
謂
不
過
二
百
者
本
漢

法
而
言
之
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
令
抄
　
群
書
一
四
〇
頁
）

　
〔
備
考
〕
　
右
の
資
料
に
關
し
て
は
、
本
稿
第
二
章
の
註
（
三
）
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
二
五
頁
）
滲
照
。
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二
、
名
例
律
　
十
悪
條
謀
大
逆

唐
名
例
律
謀
大
逆
條
疏
云
。
宗
者
奪
也
。
廟
者
東
也
。
刻
木
爲
圭
。
敬
象
尊
容
。
置
之
宮
室
。
以
時
祭
享
。
故
日
宗
廟
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
陵
郡
藏
八
幡
宮
關
係
文
書
第
二
六
珊
、
延
慶
二
（
一
三
〇
九
）
年
四
月
十
一
目
、
明
法
博
士
中
原
章
文
・
同
中
原
明
澄
勘
文
）

　
三
、
名
例
律
　
十
悪
條

今
案
。
唐
律
有
十
悪
之
目
。
層
本
朝
八
虐
二
條
。
八
日
不
睦
。
躰
糊
杯
臓
縢
。
注
云
。
謂
謀
致
及
頁
纒
麻
以
上
親
。
敲
告
夫
及
大
功
之
上
尊
長

小
功
奪
属
者
。
此
條
約
不
道
條
也
。
何
者
敲
告
夫
。
已
在
彼
條
之
故
也
。
十
目
内
乱
。
注
云
。
新
功
親
。
父
租
妾
及
與
和
者
。
此
條
約
不

孝
條
也
。
何
者
鉦
父
租
妾
。
已
在
彼
條
之
故
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
事
要
略
巻
八
二
　
大
系
六
四
八
頁
）

　
四
、
名
例
律
　
八
議
條

今
案
。
唐
律
有
八
議
之
目
。
増
本
朝
六
議
二
條
。
七
日
議
勤
。
注
云
。
謂
有
大
勤
勢
。
疏
云
。
謂
大
將
吏
恪
居
官
次
。
夙
夜
在
公
。
若
遠

使
絶
域
。
脛
渉
瞼
難
者
。
此
條
約
議
功
條
也
。
何
者
遠
使
縄
域
。
経
渉
瞼
難
。
在
彼
條
之
故
也
。
八
日
議
賓
。
注
云
。
謂
差
先
代
之
後
。

爲
國
賓
者
。
疏
云
。
書
云
。
虞
賓
在
位
。
群
徳
議
。
詩
日
。
有
客
々
々
。
亦
日
其
馬
。
礼
云
。
天
子
在
二
代
之
後
。
犯
奪
賢
。
昔
武
王
起

商
。
封
夏
后
氏
之
後
於
杷
。
封
股
之
後
於
宋
。
若
今
周
後
介
公
。
晴
後
鄭
公
。
並
爲
國
賓
者
也
。
本
朝
律
除
此
條
也
。
是
依
本
朝
無
公
侯

之
号
敦
。
周
礼
所
謂
八
辟
。
則
此
八
議
也
。
具
彼
礼
注
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
事
要
略
巻
八
二
　
大
系
六
五
四
頁
）

今
案
。
唐
律
加
議
勤
議
賓
爲
八
議
。
而
本
朝
律
除
勤
賓
二
事
日
六
議
。
蓋
議
勤
。
謂
大
將
吏
恪
居
官
次
。
夙
夜
在
公
。
若
遠
使
絶
域
。
註



渉
瞼
難
。
其
事
梁
國
。
於
第
五
議
功
。
故
井
之
干
功
之
中
。
又
議
賓
。
謂
承
先
代
之
後
爲
國
賓
。
如
犯
宋
之
唐
者
。
吾
邦
無
此
事
故
除
之
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
法
曹
至
要
　
解
　
史
集
一
一
四
頁
）

古
記
云
。
恪
。
勲
也
。
律
疏
議
日
。
大
將
吏
恪
居
官
次
。
夙
夜
在
公
也
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
考
課
令
集
解
　
大
系
五
六
〇
頁
）

　
〔
備
考
〕
　
法
曹
至
要
　
解
に
見
え
る
唐
の
律
疏
に
關
し
て
は
、
本
稿
第
二
章
註
（
五
）
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
二
六
頁
）
参
照
。
又
、
古
記

　
所
引
の
「
律
疏
議
日
」
以
下
の
文
に
關
し
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
「
令
集
解
に
見
え
る
唐
の
法
律
史
料
」
（
『
支
那
法
制
史
研
究
』
所
牧
九
七
頁
）
お
よ

　
び
仁
井
田
陞
・
牧
野
巽
爾
博
士
「
故
唐
律
疏
議
製
作
年
代
考
（
下
）
」
（
『
東
方
學
報
東
京
』
第
二
珊
一
四
九
頁
）
滲
照
。
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五
、
戸
婚
律
養
子
捨
去
條

律
（
疏
）
。
其
小
児
年
三
歳
以
下
。
本
生
父
母
遺
棄
。
若
不
聴
牧
養
。
印
性
命
將
絶
。
故
難
異
姓
。
価
聴
牧
養
。
印
從
其
姓
如
是
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
書
陵
部
藏
白
川
雅
陳
王
筆
本
法
曹
至
要
抄
　
頭
書
）

　
〔
備
考
〕
右
の
律
疏
は
、
養
老
律
疏
文
と
し
て
佐
藤
進
一
氏
の
「
律
逸
拾
遺
」
（
『
史
學
雑
誌
』
第
五
八
編
第
四
號
）
に
紹
介
さ
れ
、
近
時
、
『
諄
註
目
本

　
律
令
』
律
本
文
篇
上
巻
も
こ
れ
を
採
つ
て
い
る
。
し
か
し
猫
、
唐
永
徽
律
疏
の
可
能
性
も
有
す
る
の
で
、
今
暫
ら
く
こ
x
に
掲
げ
た
。

　
六
、
賊
盗
律

律
疏
骨
硬
録
云
。

謀
反
大
逆
條

務
從
折
中
。
漢
書
貢
萬
傳
日
。

〔
備
考
〕
　
右
の
資
料
に
關
し
て
は
、
本
稿
第
一
章
3

四
海
之
内
。
天
下
之
君
。
微
孔
子
之
言
。
亡
所
折
中
。
註
云
。
（
下
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
事
要
略
巻
八
一
　
大
系
六
二
六
頁
）

（
『
國
學
院
法
學
』
第
二
二
巻
第
四
號
一
〇
七
頁
）
滲
照
。
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参
考
資
料
（
そ
の
二
）

　
一
、
名
例
律
　
十
悪
條

古
苔
云
。
（
中
略
）
五
刑
之
中
八
虐
尤
切
。

八
虐
。

腐
損
名
教
。
殼
裂
冠
冤
。
特
標
篇
首
。
以
爲
物
議
。
其
敷
八
者
甚
虐
老
。
事
類
有
八
。
故
稔

（
政
事
要
略
巻
八
二
　
大
系
六
四
七
頁
）

〔
備
考
〕
右
の
資
料
に
關
し
て
は
、
本
稿
第
一
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
二
二
巻
第
四
號
一
〇
〇
頁
）
参
照
。

　
二
、
名
例
律
　
八
議
條

古
苔
云
。
謂
。
鷹
議
之
人
。
則
在
六
色
。
或
分
夜
天
黄
。
或
宿
侍
硫
展
。
或
多
才
藝
。
或
立
事
功
。
簡
在
帝
心
。
勤
書
王
府
。
若
犯
死

罪
。
議
定
奏
裁
。
皆
取
決
震
重
。
官
司
不
敢
与
奪
。
此
所
謂
重
親
賢
。
敢
軟
奪
。
奪
貴
。
尚
功
好
能
也
。
以
此
六
議
之
人
犯
死
罪
。
皆
先

奏
請
其
所
犯
。
故
目
六
議
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
政
事
要
略
雀
八
二
　
大
系
六
五
四
頁
）

あ
　
と
　
が
　
き

　
本
稿
の
概
略
は
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
、
慶
鷹
義
塾
大
學
に
お
い
て
開
か
れ
た
法
制
史
學
會
総
會
に
「
律
集
解
と
唐
律
疏
議
」
と
題
し

て
、
小
林
が
高
塩
の
了
承
を
得
て
報
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
作
成
に
當
つ
て
は
、
瀧
川
政
次
郎
博
士
か
ら
、
叉
學
會
報
告
の
際
、
及

び
『
國
學
院
法
學
』
に
原
稿
の
一
部
を
公
表
し
た
際
に
は
、
滋
賀
秀
三
、
石
尾
芳
久
、
池
田
温
、
吉
田
孝
、
今
江
廣
道
そ
の
他
の
諸
氏
か

ら
夫
々
懇
篤
な
る
御
教
示
、
御
批
剣
を
賜
わ
つ
た
。
叉
、
史
料
閲
覧
に
際
し
て
は
、
宮
内
聴
書
陵
部
、
東
京
大
學
史
料
編
纂
所
、
國
立
公
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文
書
館
、
東
洋
文
庫
等
の
御
高
配
に
預
つ
た
。
共
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
稿
は
、
主
と
し
て
目
本
典
籍
所
引
の
唐
律
疏
か
ら
、
永
徽
律
疏
の
原
文
の
内
容
に
關
し
て
検
討
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
永

徽
律
疏
や
開
元
律
疏
の
書
篤
形
式
に
つ
い
て
は
、
殆
ど
ふ
れ
て
い
な
い
。
唐
の
律
疏
の
書
爲
形
式
に
つ
い
て
は
、
も
し
必
要
あ
れ
ぽ
別
途

こ
れ
を
論
じ
た
い
。
最
後
に
本
稿
は
、
小
林
と
高
塩
と
が
別
個
に
各
部
分
を
分
澹
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
は
な
く
、
爾
人
が
同
一
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
共
に
討
議
を
加
え
、
共
同
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
從
つ
て
、
本
稿
全
膿
に
つ
い
て
爾
名
が
共
に
責
任
を
負
う
こ
と
を

附
記
す
る
。

　
〔
補
注
〕

　
　
　
本
稿
第
二
章
2
（
『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
二
二
頁
）
に
お
い
て
、
陳
新
會
氏
の
『
史
韓
撃
例
』
に
「
武
徳
九
年
。
有
『
世
及
民
爾
字
不

　
　
連
績
者
。
並
不
須
避
』
之
令
。
」
と
あ
る
旨
、
引
用
し
た
が
、
右
文
の
出
典
は
、
恐
ら
く
奮
唐
書
、
本
紀
第
二
、
太
宗
上
の
「
（
武
徳
）
九
年
。
（
中
略
）

　
　
令
日
。
依
禮
。
二
名
不
偏
謹
。
近
代
巳
來
。
雨
字
兼
避
。
慶
閾
已
多
。
率
一
意
而
行
。
有
違
経
典
。
其
官
號
人
名
公
私
文
籍
。
有
世
民
爾
字
不
連
績
者
。

　
　
並
不
須
諜
。
」
な
る
記
事
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
通
典
、
巻
二
十
三
、
職
官
五
の
戸
部
尚
書
の
項
に
も
、
「
太
宗
在
位
詔
官
名
及
公
私
文
籍
。
有
世
民
爾
字

　
　
不
相
連
者
並
不
諄
。
」
と
あ
り
、
唐
職
制
律
の
上
書
奏
事
犯
韓
條
に
も
、
「
若
嫌
名
及
二
名
偏
犯
者
不
坐
」
と
見
え
る
。

　
　
　
次
に
、
本
稿
第
二
章
4
に
お
い
て
、
若
干
誤
解
を
招
く
表
現
が
あ
つ
た
の
で
訂
正
す
る
。

『
國
學
院
法
學
』
第
一
四
巻
第
三
號
、
一
八
頁
、
九
行
に

　
　
「
但
し
、
右
の
文
が
律
疏
と
し
て
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
明
か
で
は
な
い
。
」
と
あ
る
が
、
こ
の
「
律
疏
」
と
は
、
疏
文
、
即
ち
律
の
本
文
、
及
び
本
注

　
　
に
封
し
て
附
さ
れ
た
注
繹
の
文
た
る
疏
文
と
い
う
意
味
で
あ
つ
て
、
永
徽
律
疏
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
同
頁
二
二
行
、
一
九
頁
一
行
、
同
頁
二
行
、

　
　
二
〇
頁
九
行
、
二
二
頁
二
行
（
二
番
目
）
、
同
頁
最
終
行
（
一
番
目
）
等
に
見
え
る
「
律
疏
」
は
、
す
べ
て
右
の
意
味
で
あ
る
。
印
ち
、
「
律
疏
」
と
い

　
　
う
言
葉
に
は
、
律
本
文
、
律
本
注
、
律
疏
文
の
三
者
よ
り
成
る
『
律
疏
』
と
、
右
の
三
者
の
中
、
律
疏
文
の
み
を
い
う
場
合
と
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

　
　
前
章
で
、
こ
の
爾
者
を
嚴
密
に
匠
別
し
て
記
述
し
な
か
つ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
。
從
つ
て
、
我
々
は
現
行
名
例
律
篇
目
疏
議
に
相
當
す
る
文
が
永
徽

　
　
四
年
成
立
の
律
疏
に
存
在
し
た
こ
と
を
毛
頭
疑
う
も
の
で
は
な
く
、
た
父
律
集
解
引
く
と
こ
ろ
の
「
疏
云
」
「
律
疏
云
」
が
す
べ
て
永
徽
律
疏
の
疏
文

　
　
で
あ
る
こ
と
、
及
び
第
二
章
4
に
述
べ
た
理
由
か
ら
、
永
徽
律
疏
の
原
文
に
は
、
唐
名
例
律
篇
目
疏
議
の
冒
頭
に
見
え
る
「
疏
」
字
は
な
く
、
所
謂
名

　
　
例
律
篇
目
疏
議
の
文
の
下
に
小
字
双
行
に
て
、
現
存
唐
律
疏
議
で
は
す
で
に
亡
び
て
し
ま
つ
た
名
例
律
集
解
所
引
の
前
掲
律
疏
の
文
が
附
さ
れ
て
い
た

　
　
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
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本
稿
三
〇
頁
の
資
料
三
の
備
考
欄
に
次
の
文
を
補
う
。
「
億
」
は
、
政
事
要
略
「
億
」
、

1
の
式
目
抄
の
文
は
、
古
答
の
文
か
『
律
疏
』
の
文
か
明
確
で
は
な
い
が
、
今
暫
ら
く
、

式
目
抄
「
潜
」
に
作
る
が
、

こ
X
に
掲
げ
た
。

今
意
を
以
つ
て
改
め
た
。
（
三
）


